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今月のテーマは，「建設業の海外
展開，海外における建設施工特集」
です。国内建設企業が海外に進出す
る理由は，各社さまざまだと思ます
が，成長著しい海外建設事業に参画
し，ビジネスチャンスを広げること
を目的としている会社が多いのでは
ないでしょうか。習慣や法律・基準
等が異なる海外での事業は困難を極
めますが，その分得るものも大きい
と思います。また，あらゆる分野で
国際的な分業が進む中，世界各地の
インフラの整備は，国内の多くの産
業の成長にも寄与するものと考えま
す。今後の海外における国内建設企
業の取り組みに注目していきたいと
強く思いました。

今月号の巻頭言は，京都大学の大
本特命教授に「建設業のインフラ海
外展開」と題して，海外建設プロジェ
クトにおける契約管理や紛争解決実
務について寄稿して頂きました。行
政情報では，JICA の伊藤有償技術
審査室室長に「建設業の海外展開と
ODA」と題して，日本のインフラ

システム輸出の現状と今後の課題に
ついて説明して頂きました。技術報
文は，海外で日本企業が取り組んで
いる多種多様なプロジェクトについ
て紹介しております。また，交流の
広場では，世界の水ビジネスの現状
と日本企業が水ビジネスに勝つため
にはどうしたらよいか，またそのた
めにどのような建設機械の開発が望
まれるかについて解説して頂いてお
ります。いずれも大変興味深い内容
となっておりますので，ぜひご一読
して下さい。国内の建設企業が携
わっている海外事業は多種多様であ
り，地域的な広がりも大きいと思い
ますが，海外で日本の建設企業がよ
り大きな存在感を増すためには，今
後も多くの課題を解決しなければな
らないと再認識することができまし
た。今回掲載した報文が，少しでも
皆様の御参考になれば幸いです。最
後になりましたが，ご多忙中にもか
かわらず，快くご執筆を引き受けて
いただいた執筆者の方々に心から感
謝いたしますとともに厚く御礼申し
上げます。

  （加藤・齋藤）

5 月号「解体とリサイクル，廃棄物処理特集」予告
・環境負荷を大幅に軽減した解体工法を本格適用　・最新の超大型建物解体機　・各種技術を駆
使したダム撤去工事　・解体コンクリートの現場内有効利用の多様化　・大規模土工事における
岩塊の有効活用と搬送設備のリユース　・震災コンクリートがらを利用した海水練りコンクリー
トの製造・施工　・産業用ロボットを応用した建設廃棄物選別システム　・植物廃材を活用した「バ
イオマスガス発電」　・汚染土壌対策　・新東名高速道路における建設時の重金属含有土対策　 
・簡易破砕方式によるベントナイト混合土を用いた遮水層の効率的施工技術　・港湾内放射性汚
染物質の被覆・封じ込め　・放射能汚染土の分級減容化と再生利用に関する検討
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